
東

京

学

生

柔
遷

大

会

早
大

に

幡

敗

平
成
二
五
年
五
月
二
五
日
、
東
京
日

本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
東
京
学
生
柔

道
優
勝
大
会
に
、
我
が
法
政
大
学
体
育

会
柔
道
部
も
参
戦
し
た
が
、
二
回
戦
で

早
稲
田
大
学
と
対
戦
し
、
三
対

一
の
僅

差
で
惜
敗
し
た
。

福
田
会
長
を
は
じ
め
と
し
て
原
本
忠

夫
氏

（静
岡

。
昭
翻
三
五
年
度
卒
）
、

文」早稲田大学戦の状況 残念 /悲 願の一部復帰な らず
法
政
大
学
体
育
会
柔
道
部
０
８

・
Ｏ
Ｇ

法
友
柔
道
倶
楽
部
会
報
誌

饂
鰺
仁
颯

平
成

二
五
年

九

目
占

日
発

行

第  6｀ 詈

試
含
終
了
後
の
福
田
会
長
激
励
の
梗
様
　
↓

大
島
浩
氏

（神
奈
川

‘
沼
和
三
六
年
度
卒
）
、

太
田
年
彦
氏

（愛
知

。
昭
和
三
八
年
度
卒
）
、

小
牧
光

一
氏

（
鹿
児
島

・
昭
和
五
二
年
度

卒
）
、
小
川
広
則
氏

（群
馬

・
昭
和
五
四
年

度
卒
）
、
勝
本
萌
氏

（栃
本

・
平
成
二
三
年

度
卒
）
他
多
数
の
Ｏ
Ｂ

，
Ｏ
Ｇ
諸
氏
が
全
国

か
ら
応
援
に
駆
け
つ
け
、
声
を
涸
ら
し
て
の

声
援
を
送

っ
て
い
た
。

（宗
近
記

・
昭
利
六

一
年
度
卒
）

【福
田
誠
志
会
長
談

・
昭
和
三
五
年
度
卒
】

あ
と

一
歩
の
と
こ
ろ
で
し
た
。
皆
良
＜
頑

張
り
ま
し
た
が
、　
一
部
復
帰
は
そ
う
容
易
＜

は
な
掛
と
い
う
こ
と
で
す
。

学
生
諸
君
に
は
、
こ
の
悔
し
さ
を
糧
と
し

て
、
捲
主
重
来
で
頑
張

っ
て
欲
し
機
と
思
い

ま
す
。

●■●11=■ |■■

観
戦
記

⌒中
山
浩
平
氏
談

・
平
成
二
二
年
度
卒
】

私
達
が
な
し
得
な
か

っ
た
夢
が
本
当
に

そ
こ
ま
で
来
て
機
る
と
感
じ
ま
し
た
。
あ

と
少
し
と
思
い
ま
す
。
頑
張

っ
て
欲
し
昴

と
思
い
ま
す
。

［
試
含
結
果
］

二
回
戦

法
政
大
学

１

　

対
　
２

早
稲
田
大
学

先
　
後
藤

　

①

　
　
　
　
　
　
中
上

佐
藤
　
　
　
　
×
　
　
　
　
一二
浪

高
橋
　
　
　
　
　
　
○

　

林

中
　
下
日
　
　
　
　
×
　
　
　
　
片
岡

佐
伯
　
　
　
　
×
　
　
　
　
園
出

中
村
　
　
　
　
×
　
　
　
　
丼
上

大
　
河
日
　
　
　
　
　
　
〔
）
　

小
林

一
回
戦

法
政
大
学

了

　

対

　

（）
上
智
大
学

⑤ ① ⑩
3

敗
者
復
活
戦

一
回
戦

法
政
大
営

６

　

対

二
回
戦

法
政
大
攣

３

　

対

三
回
戦

法
政
大
学

２

　

対

先
　
後
藤

佐
藤
　
　
　
　
×

高
橋

中
　
下
田

　

⑤

佐
伯

中
村

　

⑤

大
　
河
田
　
　
　
　
×

※
改

き

夏

后

粋

波

長

日
本
文
大

明
治
学
大

大
東
文
化
大

佐
伯

篠
原

平
田

大
内

馬吉
川

関
森

報 酸ぶ材カロエ (総 )

悔歯義― (膠 縁 36年 戯牟)

織式会徴 ヨンカワ

参圏蔭た (認隷 3サ 年ぶ牟 )

総綺会不動麓 (総 )

総 肇 (認 激 38年 献牟 )

自ぶエースサボー ト (織 )

自浴健雄 (躍隷41年戯挙)

録 逸ぶ書二 (織 )

酒拌秀凛 (認 激42年 戯牟 )

農事識参法人口伸農場

酸仲議囲 (経穂52年戯牟 )



平
成
二
四
年
度
総
会
盛
大
饉
鑢
催

平
成
二
五
年
二
月
九
日
に
東
京
私
学
会
館
に

お
機
て
、
平
成
二
四
年
度
法
友
柔
遵
俣
楽
部
総

会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

Ｏ
Ｂ
諸
氏
並
び
に
現
役
学
生
鮮
せ
て
約
ｔ
Ｏ

名
が
全
国
か
ら
集

機
、
楽
し
い

一
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
。

福
田
誠
志
会
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
西
田

華
倉
柔
遭
部
長

（法
政
大
学
法
学
部
教
授
）
か

ら
熱
籟
お
言
葉
を
賜
り
、
改
め
て
先
生
の
柔
道

部
に
寄
せ
る
熱
曇
思
い
に
感
激
し
つ
つ
、
東
谷

正
文
氏

（
昭
和
三

一
年
度
卒

・
愛
知
）
の
乾
杯

の
発
声
で
懇
親
会
が
始
ま
り
、
昭
和
三
七
年
度

卒

の
吉
用
隆
之
氏

（
群
馬
）
、
篠
原
宏
氏

（
東

京
）
、
野
村
元
治
氏

（東
京
）
、
大
阪
か
ら
青
丼

亜
輝
氏

（
昭
和
三
八
年
度
卒
）
、
内
海
健
雄
氏

（
昭
和
四

一
年
度
卒
）

な
ど
多
彩
な
Ｏ
Ｂ
諸
氏

が

一
同
に
倉
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
、
後

藤
宏
明
氏

（
平
成
七
年

度
卒
、
群
馬
）
や
高
橋

貴
裕
氏

（
平
成

一
０
年

度
卒

・
神
奈
川
）
等
若

手
の
参
加
が
目
立
ち
、

盛
会
で
あ

っ
た
。

富
原
記

（
昭
和
五
二
年
度
卒
）

↑
西
巴
桑
道
部
長
視
辞
の
状
況

原
木
氏
学
生
へ
記
念
晶
贈
呈

一

縣

前
列
右
鸞
か
ら
東
谷
氏
、
中
央
が
竹
内
氏
、
左
側
が
東
日
氏

粟
海
の
穐
意
が
集
濃
大
盛
傘

平
成
二
五
年
四
月
六
日
に
名
古
屋
市
内
の

料
亭
に
、
愛
知
県
在
住
の
Ｏ
Ｂ
諸
氏
を
中
心

に

一
〇
名
の
法
友
柔
道
俣
楽
部
会
員
が
集

昴
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
。

こ
れ
は
、
各
古
屋
南
在
住
の
栗
谷
正
文
氏

（
昭
和
三

一
年
度
卒
）
の

一
声
で
主
に
愛
焔

県
在
住
の
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
、
二
重
、
岐
早
、

静
岡
の

一
部
の
方
々
も
馳
せ
参
じ
た
も
の
で

あ
る
。

東
谷
氏
や
竹
内
壽

一
氏

（豊
橋
市

。
昭
魏

三
六
年
度
卒
）
、
太
田
年
彦
氏

（豊
橋
市

・

昭
和
三
八
年
度
卒
）
の
学
生
時
代
の
エ
ピ

ソ

ー
ボ

（武
勇
伝
）
を
伺
い
な
が
ら
、
昭
和
三

〇
年
代
か
ら
平
成
の
時
代
ま
で
の
法
政
魂
の

変
遷
に
思
い
を
巡
ら
せ
る
と
と
も
に
、
過
ぎ

に
し
青
春
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

中広
頼
記

・
平
成
三
二
年
蔓
卒
』

OB会費納入∽お願い
当 OB会 は、会員諸氏の会費及び寄附金で運

営されています。

会費の納入をよろ し<お 願しヽいたします。

(納 入 (会 計)年 度は、 4月 1日 から翌年 3月
31日までとなつています。)

※既に会費を納入されている方につきまし
ては悪しからずご了承お願い申し上 |ず ます。

¬座 | 三 著 東 京 ∪ F」 e餞 行 商 ヶ谷 笠 店

誓 涌 口 座 店  豪碁   014
□座番詈 4436255
け百マス 法 方 曇 猶 但 巫 喜R フk ttl_―

法
友
柔
道
倶
楽
部
事
務
局

〒
五
六
九
―
〇
八
０
二

大
阪
府
高
槻
市
北
園
町

一
三
―

一
九

電
話
Ｏ
ｔ
ニ
ー
六
八
四
―
三
二

一
七

事
務
局
長

［不
近
　
順

一

バ
ザ
ー
開
催
決
定
―
乞
う
参
藤

Ｏ
Ｂ
会
事
務
局

で
は
、
　
一
〇
月
六

日

（
日
）
、
川
崎
市

の
合
宿
所
で
チ

ャ
リ

テ

ィ
バ
ザ
ー
を
開
催
す
る
運
び
と
な

っ
た
。

こ
れ
は
、
原
本
忠
夫
氏

（静
岡
市

。
昭

和
三
三
年
度
卒
）
と
網
倉
武
重
氏

（
横
須

賀
市

・
昭
和
三
六
年
度
卒
）
が
発
起
人
と

な
り
、
現
役
柔
道
部

へ
の
支
援

の

一
環
と

し
て
当
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
が
バ
ザ
ー
の
開
催

を
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

詳
細
は
、
近
日
中
に
お
知
ら
せ
す
る
。

【
担
当

・
水
野

・
昭
和
五
五
年
度
卒
】

携
帯
〇
九
〇
―
四

一
九
四
―
三
五
八
〇

各ベージ下段は、広告名下で
寄附をお願いしたところ快諾
していただいた方々です。

躍織 52年 献

卒 業 蛮 い 闘

(裕)松ぶ麒饉鸞

蜜濾替爽 (認級 じ2年献挙 )

総式会触献持運送

献濤工人 (認種 55年 戯挙 )

劇議ゴミ

`ヽ

亀曇ヨR野 オ フ ィス

ホ野修― (餞激55年戯挙)

(織 )よ バー プラ ウ ド

き餞 係 (認和5q年戯率)


